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体は心を映す 
心の状態は、表情や姿勢に現れる。不調を感じたら 
心が後ろ向きではないかチェックし、いつも明朗を目指したい。 
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善光寺西街道（長野県） 

「遠くとも一度は参れ善光寺」とうたわれた名刹、善光寺。 

遠くから参る者が多ければ、そこに道ができる。正式には北 

国西脇往還といい、長野県塩尻市の洗馬宿から北上し、松本 

城下を経て山間地を過ぎ、善光寺へ至るルートだ。江戸時代 

の人々の間では西国札所をまわり、中山道を使って帰路につ 

き、洗馬宿からこの道に入って 

善光寺を詣でた後江戸に戻ると 

いうのがお決まりのコースだっ 

たという。実際に、「続膝栗毛」 

でもこのコースがとられている。 
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